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議
会
だ
よ
り
創
刊
に
あ
た
り

奈
井
江
町
議
会
議
長　
　

森　

山　
　
　

務

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
議
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
議
会
の
活
動

を
幅
広
く
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
「
な
い
え
議

会
だ
よ
り
」
を
年
４
回
発
行
す
る
は
こ
び
と
な
り
、

こ
こ
に
創
刊
号
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
広
報
誌
が
か
け
は
し
と
な
り
町
民
の
皆
様
と

議
会
の
結
び
つ
き
が
よ
り
深
め
ら
れ
、
議
会
活
動
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
町
民
各
位
に
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
創
刊
に
あ
た

っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

発
刊
に
よ
せ
て

奈
井
江
町
長　
　

北　
　
　

良　

治

　

議
員
各
位
が
編
集
に
取
り
組
ま
れ
る
「
な
い
え
議

会
だ
よ
り
」
が
創
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
に
は
、議
会
の
皆
様
も
立
案
に
携
わ
っ
た「
ま

ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
」
が
あ
り
ま
す
が
、
町
議

会
の
責
任
な
ど
、
第
５
章
に
定
め
た
条
例
の
実
現
に

ま
た
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
提
案
す
る
施
策
に
対
し
、
議
会
の
場
で

ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
な
わ
れ
決
定
に
至
っ
た
の

か
、
町
民
の
皆
様
と
の
こ
の
情
報
共
有
は
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
一
層
本
町
の
住
民
自
治
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

主な記事

９月定例会で審議された議案   P2
26年度決算 全会計で健全財政堅持   P3
町政 ここを問う（一般質問）   P6
新たな議会構成   P8

委員会報告   P8
議会に設置される委員会とその役割   P9
研修・視察報告   P11

1_p01.indd   1 2015/10/21   17:49:43



2
ないえ議会だより　2015.11.1

９月定例会で審議された議案  

介護予防・日常生活支援サービスの
町実施に向け準備はじまる

９月定例会は、９月８日から15日ま
で開催されました。平成26年度決算認
定のほかに、提案された条例や補正予算
など、全ての議案を可決しました。その

結果、平成27年度一般会計予算の歳入
歳出総額は48億6,082万円になりました。
その他、５件の報告、２件の請願・意見
書を審査し閉会しました。

【 請願・意見書審査結果 】
　可決された意見書は、衆参両院議長、内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました。

請　願　件　名 請　願　者　名 採決

「介護報酬の再改定を求める意見書」の採
択を求める請願書 北海道医療労働組合連合会 不採択

意　見　書　名 提　　案　　者 採決

林業・木材産業の成長産業化に向けた施
策の充実・強化を求める意見書 遠藤共子 議員 可決

全会一致

【 議案審議結果 】

報　
　

告

補助団体監査結果報告について 報告済
平成27年度に公表する健全化判断比率について 報告済
平成27年度に公表する資金不足比率について 報告済
平成27年度奈井江町教育委員会事務事業の点検及び評価報告書について 報告済
専決処分の報告について （町営住宅明け渡しを求める訴えの提起） 報告済

補
正
予
算

平成27年度奈井江町一般会計補正予算 （補正額５,３７０万円） 全会一致
平成27年度奈井江町老人保健施設事業会計補正予算

（非常用発電装置修繕等４０万円） 全会一致

平成27年度奈井江町老人総合福祉施設事業会計補正予算
（業務用洗濯機購入等２１８万円） 全会一致

認
定

平成26年度奈井江町一般会計等７会計の歳入歳出決算の認定について
※詳細は次ページ以降で報告 全会一致

条　

例　

改　

正　

な　

ど

奈井江町手数料条例の一部を改正する条例 （マイナンバー制度に伴う改正） 全会一致
奈井江町個人情報保護条例の一部を改正する条例

（マイナンバー制度に伴う改正） 全会一致

奈井江町営バス運行条例の一部を改正する条例
（コミュニティバスの路線変更等） 全会一致

奈井江町介護サービス事業条例の一部を改正する条例
（要支援介護事業の一部を町事業にする） 全会一致

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について （構成市町村の変更） 全会一致
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

（構成市町村の変更） 全会一致

北海道市町村総合事務組合規約の変更について （構成市町村の変更） 全会一致
財産の減額譲渡について （社会福祉法人 ないえ福祉会に町有地を減額譲渡） 全会一致

人
事

教育長の任命につき同意を求めることについて
（任期満了となった萬 博文氏の再任） 全会一致
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９月９日・10日の両日、決算審査特別
委員会が開催され、平成26年度の一般会
計・３特別会計・３企業会計について審査
し、すべて認定しました。
急速に進む少子高齢化や過疎化など、地

方自治を取り巻く環境が非常に厳しい状況
下にあって、計画的なまちづくりと徹底し
た行財政改革の結果、各会計とも実質赤字
等は発生しておらず、健全財政が堅持され
ています。

議会議事堂

平成26年度一般会計等７会計の歳入歳出決算を審査し全会計を認定

全会計で健全財政堅持

財政健全化指標

指　標　区　分 Ｈ２６決算
（Ｈ２５決算）

早期（経営）
健全化基準

財政再生
基準

健
全
化
判
断
比
率

＊１
実質赤字比率

赤字なし
（赤字なし） 15 % 20 %

＊２
連結赤字比率

赤字なし
（赤字なし） 20 % 40 %

＊３
実質公債費比率

13. 2 %
（13. 3 %） 25 % 35 %

＊４
将来負担比率

64. 3 %
（75. 3 %） 350 % ー

＊５
資金不足比率 資金不足なし 20 %

＊１　町の一般会計の赤字の状況を示す。
＊２　町の全会計の赤字の状況を示す。
＊３　自由になる財源の内、借金返済の割合。
＊４　将来負担すべき実質的な負債の割合。
＊５　企業会計の赤字の比率を示す。

使ったお金

歳 出
48億7933万円

入ったお金

歳 入
49億4835万円

自主財
源
　
30.2%

依存

財
源
　
69
.8
%
町税

8億325万円
16.2%

民生費
8億5,340万円
17.5%

公債費
7億8,008万円
16.0%

職員費
7億138万円
14.4%

衛生費
6億8,430万円
14.0%

土木費
5億3,172万円
10.9%

  総務費
3億4,726万円
　 7.1%

教育費
3億4,528万円

7.1%

農林水産業費
3億8,993万円
8.0%

道支出金
3億5,204万円

7.1%

国庫支出金
3億31万円
6.1%

町債
4億7,214万円
9.5%

地方交付税
23億2,933万円
47.1%

その他自主財源
4億802万円　

8.2%　

譲与税・
交付金
1億4,208万円
2.9%

使用料・手数料
1億4,118万円　2.9%

消防費
1億1,803万円

2.4%

商工費・労働費
8,554万円
1.7%

議会費
4,241万円
0.9%
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主な Q & A

役
場
整
備
は

問 役
場
整
備
基
金
に
よ
る
庁
舎

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

答 

く
ら
し
と
財
務
課
長

役
場
庁
舎
は
耐
震
性
に
問
題

が
あ
る
が
、
具
体
的
な
方
向
性

は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

平
成
27
・
28
年
で
作
成
さ
れ

る
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

定
住
対
策

問 ま
ち
づ
く
り
定
住
対
策
事
業

費
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い

る
。
事
業
内
容
と
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
。

答 

ま
ち
づ
く
り
課
長

平
成
26
年
度
の
内
容
は
、

町
有
地
購
入　
　

２
件
261
万
円

集
合
住
宅
建
設　

１
件
300
万
円

民
間
土
地
購
入　

７
件
389
万
円

住
宅
建
築　
　
　

４
件
200
万
円

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成　

59
件
1013
万
円

で
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
第
６
期

ま
ち
づ
く
り
計
画
で
、
制
度
に

つ
い
て
大
胆
に
見
直
し
を
行
っ

た
た
め
、
今
後
５
年
間
は
事
業

費
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

道
路
標
識
の
整
備

問 交
通
事
故
防
止
対
策
と
し

て
、
計
画
的
な
道
路
標
識
の
整

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

こんな事業やりました
●生活交通確保対策（町営バス運行）

1,052 万円
●まちづくり定住促進対策事業
　(住宅建設やリフォームに対する助成）

2,199 万円
●子ども医療費の公費助成
　（高校生までに拡大分 177万円）

1,647 万円
●認定こども園開設・運営

3,190 万円
● 肺炎球菌ワクチン接種事業
　（町単独実施分 95万円）

181 万円
●米穀乾燥調製貯蔵施設設備整備
　（色彩選別機）

１億 2,030 万円
●奈小少人数（35人以下）学級対策事業

373 万円
●奈中耐震改修工事（最終年）

１億 4,738 万円
●奈井江・浦臼支署新消防庁舎建設
　（奈井江町負担分を30年で償還）

３億 4,706 万円
●町立病院大規模改修工事
　（屋上・外壁）

7,266 万円
●やすらぎの家大規模改修工事
（屋上・外壁、電話設備、ナースコール、ボイラー設備）

１億 466 万円

特 

別 

会 

計

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 ２億4,318万円 ２億4,133万円

後期高齢者医療保険 9,235万円 9,192万円

下水道事業 ５億258万円 ４億9,711万円

企 

業 

会 

計 

会　　計　　名
収益的収支 資本的収支

収　入 支　出 収　入 支　出

町立病院事業 11億1,304万円 11億8,420万円 ２億3,757万円 ２億7,235万円

老人保健施設事業（健寿苑） ２億1,563万円 ２億3,542万円 660万円 2,658万円

老人総合福祉施設事業（やすらぎ
の家） ３億2,381万円 ３億7,428万円 １億474万円 １億505万円

主な Q & A

決算審査特別委員会

&&&&
質疑
あれこれ
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答 
ま
ち
づ
く
り
課
長

道
路
標
識
は
、
北
海
道
公
安

委
員
会
の
所
管
で
、
砂
川
警
察

署
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
る

が
、
予
算
確
保
が
難
し
く
、
老

朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
新
設

よ
り
更
新
に
力
を
入
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
啓
発
看
板
の
設
置
、

更
新
は
町
の
諮
問
委
員
会
で
協

議
し
て
対
応
し
て
い
る
。

障
が
い
者
入
浴
券
の
利
用

問 障
が
い
者
入
浴
券
の
利
用
率

が
50
％
未
満
で
あ
り
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
。

答 

お
も
い
や
り
課
長

障
が
い
者
の
高
齢
者
割
合
が

増
え
て
お
り
８
割
強
い
ま
す
。

そ
の
内
、65
歳
以
上
の
方
に
は
、

老
人
入
浴
券
の
み
が
交
付
さ
れ

る
た
め
、
こ
の
利
用
率
だ
け
で

は
判
断
で
き
ま
せ
ん
が
、
利
用

率
が
年
々
下
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
検
討
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

問  Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
対
応
状
況
と
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
。

答 
ま
ち
な
み
課
長

平
成
27
年
度
は
防
犯
灯
899
基

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
し
、
防
犯
灯
に

つ
い
て
は
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
な

り
ま
す
。

街
路
灯
の
改
修
計
画
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
管
理

問  平
成
26
年
度
は
、
み
の
り
団

地
の
屋
根
ふ
き
替
え
が
な
さ
れ

た
が
、
今
後
の
補
修
計
画
は
。

答 

ま
ち
な
み
課
長

み
の
り
団
地
は
、
昭
和
61
年

か
ら
建
設
し
、
今
ま
で
屋
根
、

外
壁
等
の
修
繕
は
行
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。
平
成
22
年
度
か
ら

屋
根
の
ふ
き
替
え
工
事
を
進

め
、
平
成
27
年
度
で
完
了
し
ま

す
。瑞

穂
団
地
等
新
し
い
団
地
に

つ
い
て
は
、
大
規
模
改
修
に
な

ら
な
い
よ
う
今
後
こ
ま
め
な
修

繕
を
し
て
、
管
理
し
て
い
き
た

い
。高

校
支
援

問 奈
井
江
商
業
高
校
支
援
の
内

容
と
通
学
費
助
成
の
対
象
者
に

つ
い
て
。

答 
教
育
次
長

総
額
298
万
円
の
内
訳
は
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
ー
補
助
14

万
円
。
各
種
検
定
料
補
助
12
万

円
。
下
宿
生
補
助
67
万
円
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
作
製
27
万
円
。

商
業
教
育
フ
ェ
ア
14
万
円
。
ワ

ー
プ
ロ
競
技
大
会
12
万
円
。
空

知
フ
ェ
ア
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
12

万
円
。
教
育
の
明
日
を
考
え
る

集
い
19
万
円
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
６
万
円
。
生
徒
確
保
訪

問
２
万
円
。
そ
の
他
活
動
経
費

20
万
円
を
高
校
に
補
助
。

通
学
費
は
93
万
円
で
、
34
名

に
補
助
。

国
民
健
康
保
険
税

問 基
金
が
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
奈
井
江
町
で
は
資
産

割
で
も
賦
課
し
て
い
る
が
、
不

公
平
感
が
あ
る
。

保
険
税
見
直
し
の
考
え
に
つ

い
て
。

答 

く
ら
し
と
財
務
課
長

基
金
残
高
は
、
平
成
25
年
度

税
率
見
直
し
時
よ
り
７
千
万
円

多
い
。
し
か
し
、
平
成
27
年
度

以
降
は
、
国
保
税
減
収
な
ど
に

よ
り
基
金
が
減
少
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。

資
産
割
は
、
半
数
以
上
の
市

町
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

問
題
点
も
あ
り
、
今
後
の
課
題

と
考
え
て
い
る
。

税
率
の
見
直
し
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
の
北
海
道
へ
の
移
管

や
基
金
の
見
通
し
を
精
査
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

や
す
ら
ぎ
の
家
の
整
備
状
況

問 建
設
改
良
費
の
内
容
と
、
最

近
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
。

答 

施
設
長

平
成
25
年
度
は
車
椅
子
等
で

入
浴
で
き
る
特
殊
浴
槽
の
更
新

で
約
２
千
万
円
。

平
成
26
年
度
の
修
繕
内
容

は
、
建
物
屋
上
、
外
壁
の
大
規

模
改
修
、
電
話
、
ナ
ー
ス
コ
ー

ル
設
備
の
更
新
、
ボ
イ
ラ
ー
設

備
の
更
新
で
１
億
446
万
円
。

平
成
27
年
度
は
、
送
迎
バ
ス

の
更
新
、
業
務
用
洗
濯
機
の
更

新
で
約
１
千
万
円
。
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三 

浦
「
Ｊ
Ｒ
担
当
課
長
ら
が
７
月

１
日
に
町
役
場
を
訪
れ
、
町
長

ら
に
『
９
月
30
日
で
駅
の
職
員

配
置
を
解
消
す
る
』
と
説
明
し

た
」
と
い
う
道
新
記
事
に
、
町

民
は
大
変
不
安
を
感
じ
て
い

る
。高

校
生
の
通
学
や
、高
齢
者
、

障
が
い
者
に
と
っ
て
、
駅
員
が

い
る
こ
と
で
安
心
・
安
全
が
保

た
れ
て
い
る
。
一
方
的
な
通
告

は
公
共
交
通
と
し
て
の
責
任
放

棄
で
、
地
方
創
生
に
も
逆
行
す

る
も
の
。
町
は
ど
う
対
処
す
る

考
え
か
。

町 

長
「
切
符
の
販
売
や
駅
舎
の
管

理
、
そ
し
て
乗
客
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
駅
員

を
配
置
す
べ
き
。
無
人
化
は
到

底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。」
と

強
く
申
し
入
れ
を
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｊ
Ｒ
側
か
ら
、

「
奈
井
江
駅
の
無
人
化
に
つ
い

て
は
撤
回
。
地
元
企
業
等
、
民

間
委
託
を
含
め
た
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
、
継
続
協
議
を
行
っ

て
い
く
」
と
の
回
答
を
得
た
。

三 

浦
改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立

し
、
来
年
夏
の
参
議
院
選
挙
か

ら
18
歳
選
挙
権
が
適
用
さ
れ
る

見
通
し
だ
が
、
町
内
の
対
象
者

は
何
人
か
。

若
者
の
政
治
参
加
は
、
町
の

活
性
化
の
た
め
に
も
重
要
。

「
町
長
と
語
る
会
」
で
、
選

挙
権
行
使
に
つ
い
て
高
校
生
の

要
望
を
聞
く
と
か
、
通
勤
、
通

学
の
途
中
に
投
票
が
で
き
る
よ

う
、
み
な
ク
ル
に
期
日
前
投
票

所
を
設
置
す
る
な
ど
、
若
者
の

投
票
を
促
す
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町 

長
新
た
に
加
わ
る
有
権
者
数

は
、
直
近
の
選
挙
人
名
簿
で
101

名
。啓

発
活
動
や
期
日
前
投
票
事

務
等
に
つ
い
て
は
、
選
挙
事
務

を
所
管
す
る
選
挙
管
理
委
員
会

が
担
当
し
て
い
る
た
め
、
私
の

所
感
を
申
し
上
げ
る
が
、
大
切

な
こ
と
は
、「
参
加
す
る
こ
と
」

で
あ
る
。
来
年
の
参
議
院
選
挙

に
向
け
て
、
か
つ
て
市
町
村
合

併
に
際
し
て
行
わ
れ
た
住
民
投

票
に
関
わ
っ
た
方
々
の
感
想
な

ど
を
町
の
広
報
誌
で
特
集
し
、

町
民
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
、
今
一
度
、
振
り
返

り
、
投
票
率
の
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
。

９月定例会では２人の議員が４問の一般質問をしました。

ここを問う
奈
井
江
駅
の
無
人
化 　
　
　

公
共
交
通
の
責
任
放
棄

町
長 

安
心
・
安
全
の
確
保
は
Ｊ
Ｒ
の
責
任

18
歳
選
挙
権 　
　
　

投
票
率
向
上
へ
の
施
策
は

町
長 

大
切
な
こ
と
は
、「
参
加
す
る
こ
と
」

三浦きみ子

奈井江駅
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ここを問う

7

森 

岡

　

国
の
進
め
る
地
方
創
生
の
重

点
施
策
で
あ
る
「
生
涯
活
躍
の

ま
ち
」
事
業
に
つ
い
て
、
政
府

の
有
識
者
会
議
に
お
け
る
中
間

報
告
が
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
都
市
部
高
齢

者
の
地
方
移
住
に
よ
っ
て
、
周

辺
住
民
と
の
交
流
で
地
域
活
性

化
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、「
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
」

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
町
長
に

こ
の
事
業
に
対
す
る
所
見
と
、

奈
井
江
町
に
お
け
る
可
能
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

８
月
に
公
表
さ
れ
た
中
間
報

告
で
は
構
想
の
実
現
に
向
け
た

プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
た
。

「
基
本
計
画
の
策
定
」
に
お

い
て
は
、
民
間
事
業
者
な
ど
を

想
定
し
て
お
り
、
国
の
「
基
本

方
針
」
と
の
整
合
性
を
は
か
る

地
方
創
生 　
　
　

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

事
業
の
可
能
性
は

町
長 
取
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

定
住
対
策 　
　
　

新
規
住
宅
建
設
の
現
状
と
、

新
た
な
施
策
の
拡
充
を

町
長 

新
築
９
件
、
施
策
の
拡
充
は
熟
慮

森岡新二

必
要
が
あ
る
。

本
町
に
お
け
る
人
口
減
少
の

実
態
や
人
口
の
将
来
展
望
を
考

え
る
時
、
高
齢
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
国
が
推

進
す
る
高
齢
者
の
都
市
部
か
ら

地
方
へ
の
移
住
に
対
応
し
た
施

策
の
展
開
が
必
要
だ
と
感
じ
て

い
る
。

　

今
後
「
ふ
る
さ
と
創
生
有
識

者
会
議
」
を
は
じ
め
、「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を
設
置
し
、

地
方
創
生
に
向
け
た
「
総
合
戦

略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
構
想

に
つ
い
て
は
、「
最
終
報
告
」

な
ど
国
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

森 
岡

　

今
年
度
、
奈
井
江
町
が
重
点

施
策
と
し
て
取
組
ん
で
い
る

「
定
住
促
進
事
業
」
の
大
き
な

柱
で
あ
る
「
新
規
住
宅
建
設
助

成
」
の
現
状
は
。

集
合
住
宅
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
、
単
身
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
間
取
り

に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る
よ
う

施
策
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い

か
。町 

長

　

住
宅
建
設
助
成
の
実
績
に
つ

い
は
、
昨
年
一
年
間
で
６
件
の

建
設
に
対
し
、
今
年
は
町
外
者

５
件
を
含
め
、
９
件
に
な
る
見

込
み
。

ま
た
過
日
、
販
売
を
行
っ
た

旧
教
員
住
宅
に
つ
い
て
も
、
町

外
者
１
件
を
含
め
、
３
件
全
て

の
販
売
が
完
了
し
、
定
住
対
策

の
取
組
み
が
着
実
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
集
合
住
宅
建
設
へ
の
支
援
策

と
し
て
、「
玄
関
や
ト
イ
レ
、

浴
室
、
台
所
に
つ
い
て
は
共
有

で
も
可
」と
の
緩
和
策
に
加
え
、

戸
当
た
り
10
万
円
の
加
算
も
行

っ
て
い
る
。

ワ
ン
ル
ー
ム
に
よ
る
集
合
住

宅
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
熟
慮

し
た
い
。
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議
会
運
営
委
員
会
報
告

　

９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
第
３

回
定
例
会
の
議
会
運
営
に
つ
い

て
、
①
会
期
及
び
議
事
日
程　

②

町
政
一
般
質
問　

③
議
案
審
議　

④
決
算
特
別
委
員
会　

⑤
請
願
、

意
見
書
、
陳
情
の
取
り
扱
い　

⑥

調
査
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

全 

員 

協 

議 

会 

報 

告

◆
開
催
日

５
月
１
日

・
議
会
構
成
（
議
長
、
副

議
長
等
の
選
出
方
法
、

各
種
委
員
会
構
成
、
一

部
事
務
組
合
等
議
会
議

員
の
選
出
）

６
月
８
日

・
第
２
回
定
例
会
の
議
案

説
明

６
月
15
日

・
第
２
回
定
例
会
の
議
会

運
営
ほ
か

６
月
18
日

・
一
部
事
務
組
合
の
議
会

報
告

７
月
13
日

・
行
政
報
告
ほ
か

７
月
30
日

・
行
政
報
告
ほ
か

８
月
17
日

・
議
会
費
補
正
予
算
ほ
か

９
月
１
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
案

説
明

９
月
８
日

・
第
３
回
定
例
会
の
議
会

運
営
委
員
会
報
告

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

日
程
ほ
か

９
月
15
日

・
第
３
回
定
例
会
の
追
加

議
案
ほ
か

９
月
25
日

・
砂
川
警
察
再
編
計
画
説

明
へ
の
対
応
に
つ
い
て

広
報
常
任
委
員
会
報
告

　

５
月
臨
時
会
で
広
報
常
任
委
員

会
が
発
足
し
、
11
月
１
日
の
創
刊

号
発
行
に
向
け
て
７
回
の
委
員
会

を
開
催
し
、
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

８
月
19
日
に
は
北
海
道
町
村
議

会
議
長
会
主
催
の
「
議
会
広
報
研

修
会
」
に
参
加
し
、
議
会
広
報
誌

（
議
会
だ
よ
り
）
の
表
現
方
法
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

議　

長　
　
　

森
山　
　

務

副
議
長　
　
　

大
矢　

雅
史

議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　

石
川　

正
人

　

副
委
員
長　

竹
森　
　

毅

　

委　
　

員　

大
矢　

雅
史

　
　
　
　
　
　

三
浦
き
み
子

　
　
　
　
　
　

大
関　

光
敏

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

遠
藤　

共
子

　

副
委
員
長　

大
関　

光
敏

　

委　
　

員　

大
矢　

雅
史

　
　
　
　
　
　

笹
木
利
津
子

　
　
　
　
　
　

森
岡　

新
二

　
　
　
　
　
　

三
浦
き
み
子

　
　
　
　
　
　

石
川　

正
人

　
　
　
　
　
　

竹
森　
　

毅

広
報
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

三
浦
き
み
子

　

副
委
員
長　

森
岡　

新
二

　

委　
　

員　

遠
藤　

共
子

　
　
　
　
　
　

竹
森　
　

毅

委員会報告Committee Report

新
た
な
議
会
構
成

全員協議会は、議会の
本会議や各委

員会をスムーズに運営
するために、事

前に調整や協議を行う
会議です。ま

た、町長から緊急の報
告（例えば災害

時の状況報告など）が
ある時は、こ

の会議を開催し、町政
の動きに、速

やかに対応できるよう努
めています。
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議
会
運
営
委
員
会

　

円
滑
な
議
会
運
営
を
期
す
た

め
、
議
会
運
営
の
す
べ
て
に
対

し
、
協
議
し
意
見
調
整
を
図
る

場
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

主
に
、
定
例
会
や
臨
時
会
に

お
け
る
会
期
及
び
議
事
日
程
の

調
整
や
、議
案
の
取
り
扱
い（
請

願
・
意
見
書
を
含
む
）
に
つ
い

て
協
議
・
調
整
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
会
議

規
則
や
委
員
会
条
例
、
議
会
運

営
基
準
の
改
正
に
つ
い
て
も
協

議
を
し
ま
す
。

　

議
長
か
ら
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
の
定
数
は

５
名
で
す
。

ま
ち
づ
く
り

常
任
委
員
会

　

奈
井
江
町
の
所
管
す
る
事
務

全
般
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
経
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
よ
り
付
託
を
受

け
た
請
願
や
意
見
書
の
審
査
を

行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

広
報
常
任
委
員
会

　

議
会
広
報
誌
の
作
成
、
議
会

中
継
の
配
信
及
び
議
会
広
報
に

係
る
調
査
、研
究
を
行
い
ま
す
。

　

広
報
常
任
委
員
会
は
、
今
期

よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
た
委
員

会
で
定
数
は
４
名
で
す
。

特
別
委
員
会

　

町
政
に
関
わ
る
特
定
の
案
件

を
審
査
・
調
査
す
る
た
め
に
、

議
会
の
議
決
に
よ
り
、
調
査
期

限
を
定
め
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

　「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

　

議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

　

 

議
長
、
森
岡
監
査
委
員
（
議

会
選
出
）
を
除
く
全
議
員
で

構
成

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
決

算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
議
会

の
議
決
に
よ
り
、
毎
年
度
設
置

を
し
て
い
ま
す
。

近
年
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員

会
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽
平
成
26
年
度

　
「
第
６
期
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」

▽
平
成
23
年
度
か
ら平

成
24
年
度

　
「
地
域
活
性
化
ホ
ー
ル
（
み

な
ク
ル
）
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
」

▽
平
成
22
年
度

　
「
奈
井
江
町
立
小
学
校
の
統

合
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」

議会に設置される　　
　　委員会とその役割

議長は、議会運営委員会、各常
任委員会、特別委員会の委員で
はありませんが、全ての委員会
に出席しています。
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交
流
プ
ラ
ザ
み
な
ク
ル

の
管
理
運
営
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
フ
ェ
に
期
待

【
調
査
内
容
】

①
交
流
プ
ラ
ザ
み
な
ク
ル
の
利

用
状
況

②
北
翔
大
学
お
よ
び
短
期
大
学

と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

開
設
後
、
利
用
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
改
善
が
図
ら
れ
た
。

　

北
翔
大
学
お
よ
び
短
期
大
学

と
の
交
流
事
業
や
、
町
内
関
係

団
体
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
よ
り
、
着
実
に
利
用
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

本
年
10
月
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
フ
ェ
開
設
に
よ
り
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
た
運
営
が
さ
れ
る
よ
う
望
む

も
の
で
あ
る
。

老
人
総
合
福
祉
施
設
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

有
償
施
設
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

に
よ
り
会
員
増
加

【
調
査
内
容
】

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
状
況
に
つ
い
て

②
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
―

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

入
所
者
の
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

伴
い
利
用
環
境
が
変
化
し
て
き

て
い
る
が
、
引
き
続
き
入
所
者

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設

運
営
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
後
に
お
い
て
は
、
有
償
施

設
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に

よ
る
会
員
増
と
活
動
の
活
性
化

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

環
境
衛
生
に
つ
い
て

適
正
な墓

地
管
理
を

【
調
査
内
容
】

①
葬
斎
場
、
墓
地
に
つ
い
て

②
公
害
、
浴
場
等
に
つ
い
て

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

　

墓
地
管
理
に
お
い
て
は
、
墓

地
使
用
者
の
適
正
な
管
理
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

公
害
対
策
で
は
、
今
後
と
も

快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
巡
視
等
に
心
が
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

公
衆
浴
場
で
は
、
引
き
続
き

経
営
の
安
定
化
支
援
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
税
の
賦
課
徴
収
と
財

政
状
況
に
つ
い
て

徴
収
率
が
向
上

【
調
査
内
容
】

①
町
税
、
国
保
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
賦
課
と
徴

収
実
績
に
つ
い
て

②
財
政
状
況
に
つ
い
て

【
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
】

　

税
の
徴
収
に
お
い
て
は
、
債

権
管
理
条
例
に
基
づ
く
徴
収
対

策
な
ど
の
手
法
に
よ
り
努
力
さ

れ
て
お
り
、大
い
に
評
価
す
る
。

　

財
政
状
況
で
は
、
地
方
交
付

税
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
健

全
化
判
断
比
率
は
、
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
力
願
い
た

い
。

所管事務
調査報告

交流プラザみなクルの現地視察

やすらぎの家

まちづくり常任委員会
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北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

議
会
改
革
の
カ
ギ
は

議
会
論
議
の
活
性
化

７
月
７
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

道
内
の
町
村
議
員
、
事
務
局
職

員
な
ど
約
１
８
０
０
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
年
の
講
師
は
、
中
央
大
学

名
誉
教
授 
今
村
都
南
雄
氏
と
、

テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

川
村
晃
司
氏
。

今
村
氏
は
「
地
方
議
会
を
取

り
巻
く
最
近
の
動
向
」
に
つ
い

て
講
演
し
、今
あ
る
諸
問
題
や
、

新
た
に
始
ま
っ
た
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
」
政
策
を
行

う
た
め
に
は
、議
会
と
行
政
が
、

住
民
参
加
・
対
話
を
通
じ
て
、

議
会
論
議
を
よ
り
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
課
題

で
は
な
い
か
と
語
っ
た
。

川
村
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の
政

局
・
政
治
動
向
」
に
つ
い
て
講

演
し
、
現
在
の
国
の
政
治
を
つ

く
っ
て
い
る
、
小
選
挙
区
制
の

問
題
点
（
選
挙
区
で
過
半
数
を

下
回
っ
て
も
議
席
が
取
れ
る
）

を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
現
実
・
集
団
的
自
衛
権
の
国

会
審
議
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
に
つ
い

て
話
さ
れ
た
。

空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」

地
方
の
創
意
に
期
待

7
月
23
日
、
月
形
町
で
開
催

さ
れ
た
。

 

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
考

え
る
」
と
題
し
、
空
知
総
合
振

興
局
部
長
の
藤
島
京
子
氏
が
講

演
し
た
。

昨
年
11
月
に
国
が
制
定
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
に
よ
り
、
市
町
村
も
平
成

27
年
度
中
に
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
が
努
力
義
務
と
な

っ
た
が
、 

そ
の
施
策
の
内
容
に

つ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
日
本
に
あ
っ

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
地
方
も

国
も
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
の

危
機
感
か
ら
、
人
の
流
れ
を
地

方
へ
向
か
わ
せ
、
そ
れ
と
と
も

に
、
地
方
の
創
意
で
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
」
の
好
循
環
を

つ
く
り
出
す
こ
と
が
目
的
だ
と

話
さ
れ
た
。

中
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村

圏
議
員
交
流
会

人
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
の「
地
域
食
堂
」

７
月
10
日
、
歌
志
内
市
に
お

い
て
、
中
空
知
10
市
町
議
会
議

員
の
研
修
と
交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
。

は
じ
め
に
、「
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
と
地
域
食
堂
」と
題
し
、

北
星
学
園
大
学
教
授 

岡
直
人

氏
が
講
演
し
た
。

高
齢
化
に
と
も
な
う
、
生
活

支
援
の
活
動
例
の
一
つ
と
し

て
、「
地
域
食
堂
」
と
い
う
実

践
例
が
紹
介
さ
れ
、 

人
々
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
、重
要
で
、

必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。

　７月には各種議員研修が開催され、議員全員が参加しました。岩見沢市内の福祉施
設視察と共に報告いたします。「地方議会の改革」や「地方創生」など、今後の議会
活動に活かしていきたいと思います。

空知町村議会議員研修会

北海道町村議会議員研修会

研 修  ・ 視 察 報 告
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そ
の
後
、
参
加
さ
れ
た
市
町

議
員
と
交
流
、
懇
談
を
し
た
。

視
察
研
修

子
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
を
視
察

７
月
８
日
、
全
議
員
に
て
岩

見
沢
市
内
に
あ
る
福
祉
施
設

「
び
〜
ず
」
の
視
察
研
修
を
実

施
し
た
。

「
び
〜
ず
」
と
は
、
発
達
上

何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
児

童
発
達
支
援
事
業
所
で
、
子
ど

も
た
ち
の
出
来
る
力
を
伸
ば
す

活
動
や
訓
練
、
生
活
能
力
向
上

の
た
め
の
訓
練
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
、
認
知
課
題

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

発
達
を
促
す
療
育
を
行
っ
て
い

る
。岩

見
沢
市
民
の
利
用
料
は
、

行
事
費
な
ど
の
実
費
を
除
い

て
、
市
が
負
担
し
て
い
る
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
希
望
者
は
、
支
援
員
が
学

校
と
家
庭
へ
の
送
迎
を
行
っ
て

お
り
、
利
用
者
の
家
族
か
ら
喜

ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

第４回定例会（予定）
■日　　程　 12月16日（水）

～18日（金）
■場　　所　 役場３階議事堂
■問合わせ　 議会事務局
　　　　　　 ☎65-2166

 どなたでも
　　 傍聴できます。
 お気軽に
　 お越しください。

「ないえ議会だより」について、
みなさまのご意見・ご要望を議
会事務局までおよせください。

　　　65-2166

　　　gikai@town.naie.lg.jp

議
会
の
こ
と
を
も
っ
と
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
思
い
を

議
会
だ
よ
り
創
刊
号
に
込
め
ま

し
た
。

今
年
の
５
月
臨
時
会
で
４
人

の
委
員
が
決
ま
り
、
議
会
事
務

局
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
精

力
的
に
編
集
作
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

何
も
か
も
初
め
て
の
こ
と

で
、
ま
だ
ま
だ
精
進
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
愛
読
さ

れ
る
充
実
し
た
誌
面
作
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
自
由

な
ご
意
見
を
お
よ
せ
く
だ
さ

い
。

研 修  ・ 視 察 報 告

中空知ふるさと市町村圏議員交流会

支援センター「び～ず」

お し ら せお し ら せ

発
行　

奈
井
江
町
議
会

編
集　

広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

三
浦
き
み
子

副
委
員
長　

森
岡　

新
二

委　
　

員　

遠
藤　

共
子

　
　
　
　
　

竹
森　
　

毅

町民のみなさんへ
配 付 の お 願 い

「議会だより」を年４回、区長回覧にてお届けする予定です。お手数
をおかけしますが、配布につきましてご協力をお願いいたします。
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